
2021 年 3 月 15 日第 65 回 CSW(女性の地位委員会)開会式での国連事務次長で国連ウィメ

ン事務局長の Phumzile Mlambo-Ngcuka 氏の発言要旨（原文英語：イレーネ賀集会員） 

 

優先テーマ「ジェンダー平等とすべての女性・少女のエンパワーメントの達成のための公的

領域における完全かつ効果的な参加と意思決定及び暴力根絶」 

 

COVID-19 のパンデミックは、特に女性と女児に深刻な影響を及ぼしています。 この危機

から明らかになったのは、私たちが、孤児や子どもだけの家庭の更なる増加という問題に直

面しているということです。 今後 10 年間で、更に 1,000 万人もの少女が児童婚の危険に

さらされることが予想され、大部分は同意に基づかない性行為による妊娠のために、もはや

学校に戻ることはありません。 パンデミック以降、女性は無償で家族の世話や家事労働に

以前より多くの時間を費やさなければならなくなっています。失われた仕事の内 3 分の 2

は、女性が従事する仕事です。 今年はさらに 4,700 万人の女性が、1 日 1.90 米ドル未満で

の生活に追い込まれています。その上、多くの女性を将来に備えがない状態に置き去りにす

るデジタルジェンダーギャップ（男女のデジタル能力差）に直面しています。 

 

昨年一年間、国連ウィメンは、ロックダウン中の家庭内暴力の増加に警鐘を鳴らしてきまし

た。 今回のセッションにおいて事務総長は報告の中で、公共生活における女性に対する暴

力こそが、女性の政治への参加の主なる抑止力になっていると強調しています。 このセッ

ションにおいて、皆さまは、私たちを前進させる合意結論を提案することができます。女性

が確実に高い地位に就くことで、今年の優先テーマに関する皆さまの結論が、以前の状態へ

の後戻りを止め、優先テーマに再び焦点を合わせ、議題全体を前進させることができます。 

 

女性が意思決定の場へ参加することなく、この状況に対処できるとは考えられません。私た

ちは現在、COVID-19 パンデミックと気候変動危機という 2 つの大きな課題に直面してい

ます。どちらの場合も、女性は男性と比べて不釣り合いに影響を受けています。そしていず

れの場合も、女性は交渉者や政策立案者として代表する立場には就いていません。COVID-

19(制圧の）タスクフォースの最近の調査で、男女平等にメンバーが構成されているタスク

フォースは全体の 5%にも満たないことがわかりました。この状況では、女性の見識の恩恵

を受けないで、女性について正しい決断を下すことは男性にはできません。 

 

他の報告によると、主要な公共部門では、男性は主要ポストの大半を保持し続けており、そ

れは 70％に達しており前年と変わっていません。 民間部門では、状況は更に悪いです。報

道機関において報道の内容や視点を監督する編集者や取材分野の専門家として、女性は非

常に少数に止まったままです。ご参集の皆さま、このセッションで、皆さまの堪忍袋が限界

にきていることを知らせることができます。 状況を改善するために前へと推し進めること



が可能になります。 

 

私たちは市民社会から、そして民間部門からも次第に状況を前へと推し進めることを奨励

されています。 市民社会は前へ進むために懸命に取り組んできています。最も重要なこと

は、適切に作成され、効果的に実施されるジェンダー割り当てや目標のような特別な措置を

講じることです。 現在、女性の大臣が 50 パーセント以上を占める国は 13 か国です。13 は

非常に低い数字なので、この状況を変えていくことこそが、私たちが対処できることなので

す。 

 

変えることは可能です。本日、エストニア、リトアニア、ルワンダ、米国、ニカラグア、モ

ンゴルで達成された成果を共に祝い讃えたいと思います。今年の優先テーマの前提は、男性

が優位に支配する制度が、女性の生活に影響を及ぼし人類全体の生活に関係する問題を決

定する仕組みになっているのは、許容できないということです。別のガバナンスの下であれ

ば、このようなこと、利害関係者が自らに関係する決定や方針についてほとんどあるいはま

ったく発言権を持たないということは、倫理に反することであるはずです。若い女性、特に

公職への参入に年齢制限の影響を受ける女性を意思決定の場に参画できるように、皆さま

が行動を起こすことを強く要請します。私たちは、運動をリードし、圧倒的な権力に立ち向

かう女性たちを世界中の街で見ています。彼女たちは現在と未来のリーダーであり、彼女ら

の確固としたリーダーとしての能力はすでに発揮されています。私たちは彼女たち、そして、

すべての女性のために、彼女たちが然るべき地位につけるように場を開けなければなりま

せん。ジェンダー平等を推進し、女性と女児に対する差別を終わらせるために、COVID-19

危機の時代の決定的なセッションとしましょう。それは皆さまの手に委ねられています。ご

清聴、ありがとうございました。 

 


